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In Japanese language, the subject of conversation moves temporarily to another subject in 
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射す」とされる）時枝誠記 『日本文法』文語篇  1980 50
刷  p.268f 




















す。」神代紀 下  第十段 一書の三 
鹽土老翁→無目堅間の小船→可怜御路→火火出見尊→海
神と、短い文ながら目まぐるしく「主語」が変転する。 
8) 日本宗教学会第 56 回大会（1997）において発表し、「古
代日本の神「ナル カミ」について」『東京工芸大学工学









学工学部紀要』人文社会編  Vol.26 No.2、2003 〔1-2〕を
参照されたい。 
12) 拙論「アシカビについて」 『東京工芸大学工学部紀要』
人文社会編  Vol.30 No.2、2007 の特に二節を参照された
い。 
13) 不十分な譬えであるが、「画布」に比したことがある。〈「オ
ノヅカラ  ナル」について〉の 2-4 、「日本的心性のある
謎について」『東京工芸大学工学部紀要』人文社会編  











16) 『基礎日本語辞典』 森田良行  平成 24 年 14 版  p.571 


































25) 能勢朝次 『三冊子評釋』 昭和四十五年  p.120 
26) ただし『三冊子』には見ることができない。 





























Vol.33 No.2、2010 の【３】を参照されたい。 
33) 親鸞、御消息集（五）、末燈鈔 （三）〔金子大榮編 『親
鸞著作全集』 昭和四十一年 二刷  による〕 
34) 同前所収、『歎異抄』第九章、いわゆる「踊躍歓喜」の章
を参考としたい。 
35) ただし、「私を忘れる」ことの、われわれにとっての功罪
の検討は必須かつ急務の課題である。 
「私を忘れる」ということ
